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【発表のポイント】 

 本邦の 30 万人を超える透析治療患者において、治療の副作用である透析合併症

による就業率や生活の質（QOL）の低下が問題となっている。 

 この課題に対し、水の電気分解を利用した新規の透析システムを開発した。 

 「電解水」を用いた透析は透析合併症注 1を抑えることが明らかになった。 

 

【概要】 

 東北大学大学院医学系研究科附属創成応用医学研究センターの中山 昌明（なかや

ま まさあき）特任教授のグループは、慢性透析患者における透析治療の副作用を改

善する、「電解水」を用いた新規の透析システムを開発しました。 

 現在、国内の透析患者数は 30万人を超え、その数は年々増加しています。本邦の

血液透析は世界的にも優れていますが、治療の副作用である透析合併症を完全に抑

えることは難しく、患者の就業率や生活の質（Quality of Life, QOL）の低下が問題

となっています。この透析合併症の原因には透析中に生じる生体内の酸化ストレス
注 2と炎症が関わっていると考えられていますが、現状、これらの要因を安全に抑え

る手段はありません。慢性疾病患者の社会復帰と就業が求められている現在、透析

合併症を抑える新たな治療法の開発が重要な課題となっています。 

 東北大学と株式会社日本トリムは、水の電気分解注 3 によって生成される水素分子

を含む水（「電解水」）が生体内で酸化ストレスを抑えることに注目し、本水の透析

治療への応用を目指し 2006年より共同研究を行ってきました。この共同研究におい

て、「電解水」透析システムを開発し、2011 年から臨床試験を実施しています。こ

の度、臨床試験の中間発表として、「電解水」透析システムを用いることで、透析後

の疲労感や全身掻痒感、高血圧といった副作用を抑えることができる可能性を明ら

かにしました。本結果は、「電解水」透析が慢性透析患者の生活の質（QOL）を向

上させる事を示しており、本透析システムによる治療は、透析患者の健やかな日常

生活および積極的な社会復帰に貢献することが期待されます。 

 本研究成果は、2017 年 9月 13日午後 2時（米国東部標準時、日本時間 9月 14日

午前 4時）米国科学誌 PLOS ONE（電子版）に掲載されました。本研究は、共同研

究先の株式会社日本トリムの支援を受けて行われました。 

慢性透析患者の生活の質（QOL）を高める新治療法 

-「電解水」を用いた透析が、透析の副作用を抑える‐ 



【研究概要】 

 中山 昌明特任教授のグループは、株式会社日本トリムとの共同研究において、慢性

透析患者における透析治療の副作用を改善する、「電解水」を用いた透析システムを

開発してきました（図 1）。本研究は、慢性透析患者の予後に対する「電解水」透析

の影響を明らかにすることを目的とし、 5 年間の多施設共同臨床研究

（UMIN000004857）の中間データを報告したものです。 

 7施設（立石腎クリニック：東京、登別記念病院：登別、弘明寺腎クリニック：

横浜、蓬莱東クリニック：福島、かしま病院：いわき、日鋼記念病院：室蘭、東室

蘭クリニック：室蘭）でおこなわれた本試験に参加した透析患者 327 例のうち、研

究開始後から 12 か月間で特にイベント（死亡、重篤な心血管病）を発症すること

なく安定して治療を継続した 262 名を評価の対象としました。140 名に「電解水」

透析による治療を行い、122名には通常透析による治療を行いました。これらの患

者において、身体所見および各種臨床検査、服薬歴、患者の自覚症状（疲労感、掻

痒感）に関するアンケートなどのデータを比較解析しました。 

 透析自体の臨床的効果・安全性に違いは見られませんでしたが、必要な 1日当た

りの降圧薬の投与量（DDD 注 3）、透析後の副作用としての重度な疲労やかゆみ症状

ついて違いが見られ、「電解水」透析を受けた患者で副作用が改善されていました

（図 2，3および 4）。統計学的な解析においても、「電解水」透析が DDD、および

強い疲労感や掻痒感に対する抑制因子となることが示されました。これらのデータ

は、「電解水」透析は通常透析に比べ、透析患者の QOL向上に寄与することを示唆

しています。従来の血液透析療法が抱える未可決課題に対して「電解水」透析が新

たな解決手段となる可能性が示されたと考えられます。 

 

図 1. 水電気分解システムを取り入れた血液透析システム 

 



図 2. 12か月目の時点での降圧薬使用状況（開始時との比較） 

降圧薬使用量（DDD）は「電解水」透析群で有意に減っていた（p<0.05）。 

 

 

図 3. 透析終了後の疲労感自覚症状の変化 

疲労感程度は、経過中に通常透析群（b）で有意な悪化が認められたが（p<0.05）、 

電解水透析群（a）では変化は認めなった。 



図 4. 掻痒感（頻度）自覚症状の変化 

掻痒感頻度は、経過中に通常透析群（b）で有意な悪化が認められたが（p<0.05）、 

「電解水」透析群（a）では変化は認めなった。 

 

【用語説明】 

注1. 透析合併症：透析後の疲労感、皮膚掻痒感等を生じる症状。慢性維持透析患

者では、透析後に疲労感を感じる例は全体の半数を超える。この中の半数近

くは通常の日常生活への影響を感じている。また、全身の掻痒感は睡眠障害

の原因にもなっており、日常生活を著しく阻害している。いずれも自覚症状

の強度は、患者生命予後とも関連することが報告されている。透析治療中の

血液と機器との接触により生体内で酸化ストレスと炎症が亢進するとされて

おり、これらが透析合併症の原因と考えられている。 

注2. 酸化ストレス：細胞内で発生した反応性の高い分子（活性酸素種）によって、

DNAやタンパク質が傷害されること。 

注3. 水の電気分解：水に通電することで、水分子を酸素分子と水素分子に分解す

ること。電気分解にて陰極側には水素ガスを含む水が生成される。バブル径

は数マイクロ以下であり安定して水中に存在することが示されている。この

水は化学特性として抗酸化作用があり、生物学的にも抗酸化・抗炎症効果を

発揮することが示されている。DDD（Defined Daily Dose）：世界保健機構に

より規定された薬剤比較のための換算値である 1日投与量  
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